
要 旨 

福岡県知事から開示された朽網堤防整備完成図面には、工種ごとの事

業費が記載されている。事業費の単価を県港湾課職員に尋ねたところ、

１メートル当たりとのことだった。 

施工距離は１２００メートルであるから、その区間の事業費は、波返

し工が、１億１１６０万円（９万３千円×１２００メートル）、天端工が、

１４４０万円（１万２千円×１２００メートル）、裏法面工が、３億９０

００万円（３２万５千円×１２００メートル）で、総事業費は、５億１

６００万円である。 

上記の３工種のうち、施工されたのは、波返し工と天端工だけであり、

裏法面工は施工されていない。したがって、整備資金に関する政治行政

に責任ある業務上横領金額は、３億９０００万円である。知事が整備資

金を支払ったと証明しており、公金横領以外の何物でもない。 

 現在は、当該朽網堤防は、市長も市議も逃げ出してしまった後を、陳

情者が、県港湾課を督励して、未整備区分の１２００メートルを整備さ

せている。予告された津波が越堤したら市民が死ぬからである。 

 ついては、横領された整備費は全額、朽網堤防に即刻返却されたい。 
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